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今
年
（
令
和
五
年
）
は
、
福
島
県
出
身
の
自
由
民
権
運
動

家
・
政
党
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
河
野
広
中
（
一
八
四
九

―
一
九
二
三
）
の
没
後
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
。
そ
こ
で
当
館

で
は
、
河
野
が
本
県
に
お
け
る
新
聞
の
発
行
に
深
く
関
わ
っ

た
こ
と
に
ち
な
み
、
「
報
道
の
時
代
―
近
世
の
風
説
か
ら
近

代
の
新
聞
へ
―
」
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
の
展
示
資
料
の
一
つ
に
、
河
野
も
参
加
し
た
自
由
党
が

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
六
月
二
十
五
日
に
機
関
紙
と
し

て
創
刊
し
た
『
自
由
新
聞
』
（
庄
司
家
文
書
Ⅱ
二
三
六
四
）

が
あ
る
。
第
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
の
二
ヶ
月
分
が
合
綴

さ
れ
、
題
号
な
ど
が
墨
書
さ
れ
た
手
製
の
表
紙
が
付
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
『
自
由
新
聞
』
の
創
刊
を
受
け
て
、
河
野
は
福
島
県

で
も
独
自
に
『
福
島
自
由
新
聞
』
を
発
行
す
る
。
両
紙
は
、

福
島
事
件
や
自
由
党
の
解
党
な
ど
に
よ
っ
て
廃
刊
に
追
い
込

ま
れ
る
も
の
の
、
こ
の
時
の
経
験
が
の
ち
に
『
福
島
民
報
』（
明

治
二
十
五
年
創
刊
）
と
『
福
島
民
友
新
聞
』
（
同
三
十
二
年

創
刊
）
の
発
行
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、『
自

由
新
聞
』
が
本
県
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
に
与
え
た
影
響
は

大
き
い
。

　

加
え
て
、
本
資
料
の
価
値
を
高
め
て
い
る
の
が
、
福
島
県

近
代
史
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
庄
司
吉
之
助
（
一
九
〇
五
―

一
九
八
五
）
が
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
来
歴
で
あ
る
。
『
福

島
自
由
民
権
運
動
史
』
な
ど
の
著
作
を
有
す
る
庄
司
が
、
こ

の
資
料
を
自
身
の
研
究
を
進
め
る
上
で
の
参
考
資
料
と
し
て

用
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
近
年
で
は
、
こ
う
し
た

研
究
者
の
旧
蔵
資
料
を
「
研
究
資
源
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
位

置
づ
け
、
活
用
を
は
か
る
動
き
も
進
ん
で
い
る
。
二
年
後
に

生
誕
一
二
〇
年
・
没
後
四
〇
年
を
迎
え
る
庄
司
の
顕
彰
や
再

評
価
に
向
け
た
手
掛
か
り
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
点
で
、
本
資
料
は
福
島
県
の
近
代
史
研
究
に
と
っ

て
特
別
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。 

（
山
田 

英
明
）
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信
夫
郡
瀬
上
村
（
現
福
島
市
）
の
内
池

家
に
龍
の
毛
に
関
す
る
史
料
が
伝
存
し
て

い
る
。
龍
の
毛
な
ど
を
一
括
し
て
い
た
封

紙
の
表
書
き
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
龍
の
毛

を
二
度
入
手
し
た
よ
う
で
あ
る
。
毛
自
体

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
伝
存
す
る
史
料
か

ら
龍
の
毛
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

図
（
右
）
の
封
紙
（
縦
二
十
九
㎝
）
表

書
き
に
よ
れ
ば
、
一
度
目
は
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
七
月
四
日
の
こ
と
で
、
龍

の
毛
は
飯
坂
入
と
い
う
地
よ
り
届
け
ら
れ

た
。
同
日
は
大
嵐
で
大
雨
・
雹
が
降
り
、

作
物
に
影
響
は
無
か
っ
た
が
、
藤
田
（
現

国
見
町
）・
桑
折
間
で
龍
の
毛
が
沢
山
降
っ

た
。
伝
兵
衛
な
る
人
物
が
藤
田
よ
り
拾
い

に
行
っ
て
お
り
、
辺
り
を
拾
い
集
め
れ

ば
、
二
、
三
駄
（
約
二
七
〇
～
四
〇
〇
㎏
）

に
な
る
だ
ろ
う
と
あ
る
。
封
紙
の
大
き
さ

か
ら
二
十
㎝
前
後
の
毛
と
推
定
さ
れ
る
。

　

図
（
左
）
の
封
紙
（
縦
三
十
㎝
）
表
書

き
に
、
二
度
目
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

七
月
三
日
朝
に
拾
っ
た
と
あ
り
、
内
池
家

当
主
の
延の

ぶ
と
し年

と
み
ら
れ
る
人
物
が
瀬
上
で

入
手
し
た
。
短
い
も
の
で
一
寸
（
約
三
㎝
）

位
、
長
い
も
の
で
封
紙
の
中
の
通
り
と
あ

り
、
二
十
㎝
前
後
で
あ
ろ
う
。

　

封
紙
と
共
に
、
江
戸
の
近
況
を
報
じ
た

書
付
も
残
さ
れ
て
お
り
、
六
月
二
十
日
四

つ
時
（
午
前
十
時
頃
）
、
江
戸
で
羊
の
毛

の
よ
う
な
毛
が
沢
山
降
っ
た
と
あ
る
。
七

月
四
日
に
書
付
を
読
ん
だ
延
年
は
、
前
日

拾
っ
た
毛
を
思
い
出
し
、
短
く
て
羊
の
よ

う
な
毛
で
あ
っ
た
と
書
付
に
追
記
し
た
。

　

さ
ら
に
、
家
蔵
の
明
和
七
年
の
龍
の
毛

を
見
付
け
観
察
し
、
拾
っ
た
毛
を
龍
の
毛

と
確
信
し
て
、
事
の
次
第
を
覚
書
に
ま
と

め
た
。
本
書
に
よ
る
と
、
こ
の
年
は
雨
が

ち
で
、
六
月
頃
は
近
所
で
晴
天
を
願
う
祈

祷
が
行
わ
れ
、
中
旬
か
ら
晴
天
が
続
く

も
、
下
旬
に
ま
た
降
り
出
し
た
。
七
月
朔

日
・
二
日
は
大
夕
立
で
、
翌
朝
町
内
に
龍

の
毛
と
い
う
白
い
毛
が
降
っ
た
。
異
常
な

こ
と
で
、
江
戸
な
ど
で
も
沢
山
降
っ
て
お

り
、
厄
介
な
年
に
な
る
と
記
し
て
い
る
。

　

二
つ
の
事
例
に
共
通
し
、
龍
の
毛
は
荒

れ
た
天
気
と
共
に
降
っ
た
。
全
国
的
に
も

毛
の
よ
う
な
物
は
稀
に
降
っ
て
お
り
、
明

和
七
年
の
目
撃
例
は
少
な
い
一
方
、
天
保

七
年
は
信
達
地
方
・
全
国
各
地
で
目
撃
さ

れ
た
。
後
者
は
馬
の
毛
の
よ
う
、
黒
毛
と

も
記
さ
れ
、
見
た
目
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
理

解
を
超
え
た
事
態
に
目
撃
者
は
「
誠

ま
こ
と

珍
め
ず
ら

敷し
き

事こ
と

」
と
驚
き
、
凶
兆
と
捉
え
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
い
ま
だ
龍
の
毛
の
正
体
は
判
然
と
し

な
い
。
龍
の
毛
を
含
め
、
空
で
は
不
思
議

な
こ
と
が
起
き
る
。
今
一
度
空
を
眺
め
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

今
年
は
各
地
で
竹
の
花
の
開
花
が
話
題

と
な
っ
た
。
稀
に
咲
き
一
斉
に
枯
れ
る
様

子
は
、
現
代
も
凶
兆
と
み
る
向
き
が
あ
る

が
、
江
戸
中
期
・
後
期
は
特
に
そ
の
傾
向

が
強
く
、
凶
作
・
飢
饉
の
前
兆
と
考
え
恐

れ
ら
れ
た
。
天
明
飢
饉
と
前
後
し
て
、
竹

の
花
が
咲
い
た
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
同
飢
饉
は
、
発
生
年
の
一

つ
で
あ
る
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
干

支
か
ら
「
卯
の
飢
饉
」
と
呼
ば
れ
た
。
今

年
は
飢
饉
か
ら
二
四
〇
年
目
、
二
十
回
目

の
卯
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
る
。
節

目
に
は
仏
事
供
養
が
営
ま
れ
て
き
た
。

　

次
の
「
覚
」
（
長
谷
部
大
作
家
文
書

八
六
〇
）
は
、
天
明
飢
饉
の
死
者
の

三
十
三
回
忌
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
文

化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
六
月
二
十
三

日
、
会
津
藩
御
蔵
入
役
所
か
ら
南
山
御
蔵

入
代
官
の
長
崎
左
市
右
衛
門
ら
へ
の
通
達

に
よ
れ
ば
、
南
山
御
蔵
入
領
（
現
南
会
津

郡
及
び
大
沼
郡
の
大
半
な
ど
）
で
は
、
卯

年
凶
作
（
天
明
飢
饉
）
時
に
疫
病
な
ど
で

亡
く
な
っ
た
者
が
多
く
、
後
継
ぎ
が
な
く

無
縁
と
な
る
者
も
で
た
。
同
年
は
死
者
の

三
十
三
回
忌
に
あ
た
り
、
七
月
十
五
日

に
、
田
島
村
（
現
南
会
津
町
）
慈
恩
寺
・

尾
岐
窪
村
（
現
会
津
美
里
町
）
龍
門
寺
・

古
町
村
（
現
南
会
津
町
）
照
国
寺
・
黒
谷

村
（
現
只
見
町
）
龍
泉
寺
・
大
谷
村
（
現

三
島
町
）
円
福
寺
で
の
施
餓
鬼
修
行
が
命

じ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
各
村
で
無
縁
の

者
の
戒
名
・
俗
名
を
ま
と
め
さ
せ
、
右
五
ヶ

寺
の
最
寄
寺
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
布

施
料
は
藩
が
負
担
す
る
た
め
、
村
で
布
施

料
を
納
め
る
必
要
が
な
い
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
後
、
六
月
二
十
八
日
に
代
官
所

か
ら
触
継
名
主
へ
、
七
月
八
日
に
は
黒
谷

組
触
継
名
主
の
新
国
喜
六
が
只
見
村
・
叶

津
村
（
現
只
見
町
）
名
主
ら
へ
伝
達
し
、

村
民
へ
の
周
知
が
図
ら
れ
た
。
こ
の
供
養

を
領
民
は
「
難

あ
り
が
た
き有

御ご

施し

行
ぎ
ょ
う

」
と
評
し
た
。

　

領
主
が
天
明
飢
饉
の
死
者
の
弔
い
に
関

わ
っ
た
の
は
、
相
馬
中
村
藩
・
三
春
藩
・

幕
府
領
な
ど
各
地
で
み
ら
れ
た
。
藩
主
が

供
養
会
を
行
う
例
や
、
供
養
塔
建
立
費
用

を
負
担
す
る
例
な
ど
が
あ
り
、
本
書
の
例

と
同
様
に
「
百
姓
之
油
を
取
供
養
致
候
事

珍
事
也
」
な
ど
と
評
さ
れ
た
。
節
目
の
供

養
は
、
領
民
内
に
生
じ
る
災
害
へ
の
不
安

を
和
ら
げ
る
撫
民
政
策
で
あ
る
と
同
時

に
、
領
民
に
と
っ
て
は
、
語
り
継
ぎ
と
同

様
、
災
害
を
意
識
す
る
場
と
な
っ
た
こ
と

は
疑
う
ま
で
も
な
い
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
三
日
、

江
戸
城
桜
田
門
前
で
彦
根
藩
主
・
大
老
の

井
伊
掃か

も
ん
の
か
み

部
頭
直
弼
が
水
戸
藩
脱
藩
者
ら
に

襲
撃
さ
れ
、
落
命
し
た
。
い
わ
ゆ
る
桜
田

門
外
の
変
で
あ
る
。
日
米
修
好
通
商
条
約

の
締
結
や
安
政
の
大
獄
に
よ
っ
て
独
断
専

行
的
な
幕
閣
と
い
う
像
が
形
成
さ
れ
て
い

た
井
伊
の
死
の
情
報
は
、
川
柳
や
ち
ょ
ぼ

く
れ
な
ど
の
文
学
・
芸
能
と
結
び
付
き
、

揶や

ゆ揄
を
交
え
つ
つ
全
国
各
地
へ
伝
播
し
て

い
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
類

似
例
と
し
て
、
同
事
件
を
題
材
と
す
る
子

供
向
け
の
手
鞠
歌
が
作
ら
れ
て
い
た
事
実

を
史
料
中
よ
り
確
認
で
き
る
。

　

陸
奥
国
白
川
郡
塙
村
（
現
塙
町
）
の

秦
し
ん
の

宇う

三さ
ぶ
ろ
う郎

が
幕
末
期
の
風
聞
を
書
き
留

め
た
「
所し

ょ
し
ょ
ふ
う
ぶ
ん

々
風
聞
控

ひ
か
え

」
（
秦
太
一
郎
家
文

書
（
そ
の
一
）
四
一
八
）
の
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
七
月
条
に
、
手
鞠
歌
の
歌

詞
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
十
番
ま
で
あ
る

本
歌
で
は
、
井
伊
殺
害
時
の
状
況
が
戯
画

的
に
描
か
れ
る
（
二
・
五
・
七
番
）
ほ
か
、

同
人
の
強
権
政
治
や
賄
賂
政
治
を
風
刺
し

た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
節
（
四
・

六
番
）
も
見
え
る
。
加
え
て
、
井
伊
が
信

頼
を
寄
せ
て
い
た
高
松
藩
主
松
平
頼よ

り
た
ね胤

や

事
件
当
時
の
老
中
脇
坂
安や

す
お
り宅

が
登
場
す
る

（
三
・
十
番
）
な
ど
、
事
件
当
日
の
様
子
や

井
伊
の
政
治
姿
勢
、
同
人
の
周
辺
人
物
を

幅
広
く
織
り
込
ん
だ
歌
と
い
え
る
。

　

他
方
、
襲
撃
者
や
水
戸
藩
に
つ
い
て
は

一
切
歌
わ
れ
て
い
な
い
。
前
述
の
川
柳
や

ち
ょ
ぼ
く
れ
が
往
々
に
し
て
こ
れ
ら
に
言

及
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
点

は
本
歌
の
特
徴
の
一
つ
と
指
摘
で
き
る
。

　

歌
詞
に
注
目
す
る
と
、
一
例
と
し
て

一
番
は
「
壱
ツ
と
い
へ
、
人
々
御
存

ひ（

評

判

）

よ
ふ
ば
ん
の
、
彦
根
之
家
中
か
大
騒

き
、
此
除

（
マ
マ
、
井
伊
の
こ
と
）

部
さ
ん
」
で
あ
る
。
歌
詞
冒
頭

「
ひ・

・と
つ
」
と
中
程
「
ひ・

・と
び
と
」
が
韻

を
踏
む
数
え
歌
形
式
を
採
っ
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
も
子
供
を
対
象
と
し
た
歌
で
あ
る

こ
と
が
窺
え
よ
う
。
な
お
、
旋
律
お
よ
び

鞠
突
き
箇
所
は
史
料
上
に
記
載
が
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
世
上
を
大
い
に
賑
わ

せ
た
桜
田
門
外
の
変
は
、
事
件
か
ら
僅
か

一
年
後
に
子
供
の
遊
戯
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
事
件
が
子
供

向
け
の
手
鞠
歌
に
歌
わ
れ
た
こ
と
を
示
す

史
料
は
、
現
時
点
で
こ
れ
以
外
に
見
出
せ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
史
料
執
筆
者
の
秦

が
「
手
鞠
歌
に
『
矢や

張は
り

』
井
伊
が
登
場
し

た
」
と
記
す
よ
う
に
、
同
事
件
と
手
鞠
歌

が
結
び
付
く
の
は
、
当
時
を
生
き
た
人
々

に
と
っ
て
む
し
ろ
当
然
予
想
し
う
る
こ
と

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

（
片
村 

峰
雪
）

　

戦
前
期
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
福
島
県
内

の
官
修
墳
墓
は
一
八
六
箇
所
を
数
え
、
全

国
で
最
も
多
か
っ
た
。
現
在
で
も
県
内
に

は
多
く
の
官
修
墳
墓
が
人
知
れ
ず
残
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
福
島
県
域
が
戊
辰
戦
争

の
主
戦
場
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

官
修
墳
墓
と
は
、
戊
辰
戦
争
や
西
南
戦

争
等
で
明
治
政
府
方
と
し
て
従
軍
・
協
力

し
て
没
し
た
人
が
葬
ら
れ
た
墳
墓
や
墓
碑

の
こ
と
で
、
没
し
た
地
域
に
建
て
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
戦
前
期
に
は
政
府
が

墓
所
ご
と
に
監
守
人
を
任
命
し
、
手
当
や

墳
墓
の
修
繕
費
を
支
給
し
て
い
た
。

　

『
殉
軍
者
墳
墓
圖
』
と
い
う
福
島
県
の

公
文
書
に
よ
る
と
、
磐
城
国
磐い

わ
さ
き前

郡
長
橋

村
字
堂
ノ
前
（
い
わ
き
市
平
）
の
欣ご

ん

浄
じ
ょ
う

寺

に
は
、
角
玉
垣
を
廻
ら
し
た
六
坪
の
墓
所

に
七
基
の
墓
碑
が
か
つ
て
存
在
し
、
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
二
月
三
十
一
日

時
点
で
の
監
守
人
は
同
寺
住
職
の
浅
井
義

玄
で
あ
っ
た
。
葬
ら
れ
た
人
の
所
属
別
で

は
、
福
岡
藩
が
五
基
、
佐
賀
藩
と
佐さ

ど土
原わ

ら

藩
（
宮
崎
県
宮
崎
市
）
が
各
一
基
ず
つ
で

あ
る
。
佐
土
原
藩
夫
卒
の
甚
袈
裟
の
墓
碑

を
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
二
十
六

日
に
建
立
し
た
の
が
、
西
軍
の
奥
羽
出
張

病
院
頭
取
の
関
寛
斎
で
あ
っ
た
。

　

佐
土
原
藩
は
慶
応
四
年
七
月
二
十
八
日

に
二
本
松
城
攻
撃
の
先
鋒
を
命
じ
ら
れ
、

三
春
か
ら
本
宮
ま
で
進
軍
し
、
翌
二
十
九

日
に
は
薩
摩
藩
と
共
に
二
本
松
城
を
攻
め

落
と
し
た
。
大
砲
隊
付
の
甚
袈
裟
は
こ
の

戦
闘
に
よ
り
負
傷
し
、
八
月
十
日
に
佐
土

原
藩
の
新
名
勘
右
衛
門
と
共
に
平
の
性

し
ょ
う

源げ
ん

寺
に
設
け
ら
れ
た
奥
羽
出
張
病
院
へ
入
院

し
た
。
怪
我
の
状
態
は
、
頭
頂
の
少
し
左

側
に
三
寸
程
の
裂
傷
が
前
か
ら
後
ろ
に
か

け
て
あ
り
、
甚
袈
裟
は
入
院
後
に
意
識
不

明
に
陥
っ
て
、
八
月
十
八
日
の
朝
に
他
界

し
た
。
享
年
は
不
詳
で
、
亡
骸
は
欣
浄
寺

に
埋
葬
さ
れ
、
戒
名
は
顕
全
義
忠
清
居
士

で
あ
っ
た
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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関
寛
斎
が
建
立
し
た

　
　
　

甚
袈
裟
の
官
修
墳
墓

井
伊
直な

お

す

け弼
の
死
と
手
鞠
歌

佐土原藩甚袈裟の墓碑（『殉軍者
墳墓圖』、福島県神社庁文書 557）

所々風聞控（秦太一郎
家文書（その 1）418）



　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
八
月
七
日
、

山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
の
安
達
久
の
三

男
で
あ
る
幸
治
郎
（
幸
次
郎
と
も
表
記
）

は
苅
宿
仲
衛
の
長
女
ヨ
シ
ヱ
と
結
婚
し
、

幸
治
郎
は
自
由
民
権
運
動
家
で
福
島
県
会

議
員
で
あ
っ
た
仲
衛
の
養
子
と
な
っ
た
。

幸
治
郎
の
長
兄
の
安
達
峰
一
郎
は
、
外
交

官
で
、
後
に
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
長
と

な
っ
て
い
る
。
明
治
五
年
八
月
二
十
九
日

生
ま
れ
の
幸
治
郎
は
二
十
五
歳
、
ヨ
シ
ヱ

は
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
縁
談
は
、

山
形
湯
殿
山
神
社
祠
官
の
高
玉
篤
義
の
仲

介
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
幸
治

郎
は
札
幌
農
学
校
に
在
学
中
で
、
同
校
教

授
の
新
渡
戸
稲
造
の
教
え
子
で
あ
り
、
農

学
を
修
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
葉
書
は
、
新
渡
戸
か
ら
幸
治
郎

宛
の
年
賀
状
で
あ
る
。
消
印
に
よ
れ
ば
、

台
湾
台
北
局
の
明
治
三
十
六
年
十
二
月

三
十
一
日
の
ハ
便
で
あ
る
。
表
書
き
は
、

「
島
根
縣
第
二
中
学
校
」
を
「
大
分
縣
東

ひ
が
し

國く
に

東さ
き

郡
農
学
校
」
と
訂
正
し
て
あ
り
、
新

渡
戸
の
自
筆
と
み
ら
れ
る
。
新
渡
戸
は
、

文
面
で
明
治
三
十
七
年
二
月
か
ら
五
月
ま

で
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
を
兼
ね

る
こ
と
を
幸
治
郎
へ
伝
え
て
い
る
。

　

当
時
の
新
渡
戸
は
、
同
じ
岩
手
県
出
身

で
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
で
あ
っ
た
後
藤

新
平
の
招
請
を
受
け
、
明
治
三
十
四
年
に

札
幌
農
学
校
を
辞
し
、
台
湾
総
督
府
の
技

師
と
な
っ
て
台
湾
に
お
け
る
製
糖
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

幸
治
郎
は
札
幌
農
学
校
を
無
事
に
卒
業

す
る
と
、
大
阪
府
立
八
尾
中
学
校
に
赴
任

し
、
そ
の
後
直
ぐ
に
島
根
県
立
第
二
中
学

校
へ
転
任
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら

に
明
治
三
十
六
年
に
大
分
県
東
国
東
郡
立

実
業
学
校
（
農
学
校
）
へ
初
代
校
長
と
し

て
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
治

郎
は
こ
の
年
の
十
二
月
頃
か
ら
体
調
が
優

れ
ず
、
豊
後
国
速
水
郡
別
府
朝
見
病
院
へ

入
院
し
療
養
を
し
て
い
た
。
そ
の
容
態
は

回
復
せ
ず
、
明
治
三
十
七
年
一
月
二
十
九

日
に
三
十
一
歳
で
他
界
し
た
。

　

残
さ
れ
た
葉
書
等
か
ら
は
、
宮
沢
賢
治

が
盛
岡
高
等
農
林
学
校
で
習
っ
た
山
田
玄

太
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
の
農
学
校

で
教
鞭
を
執
る
札
幌
農
学
校
の
同
窓
生
と

の
交
流
が
見
て
取
れ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

「
報
道
の
時
代
―
近
世
の
風
説
か
ら
近
代

「
報
道
の
時
代
―
近
世
の
風
説
か
ら
近
代

の
新
聞
へ
―
」

の
新
聞
へ
―
」

　

本
年
に
没
後
百
年
を
迎
え
る
河
野
広
中

が
福
島
県
の
新
聞
誕
生
に
深
く
関
わ
っ
た

こ
と
に
ち
な
み
、
河
野
の
人
生
と
新
聞
の

歴
史
を
た
ど
り
つ
つ
、
福
島
県
に
お
け
る

事
件
や
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
七
月
九
日
（
日
）

「
空
を
眺
め
て
―
江
戸
・
明
治
時
代
の
天

「
空
を
眺
め
て
―
江
戸
・
明
治
時
代
の
天

文
・
大
気
現
象
な
ど
―
」

文
・
大
気
現
象
な
ど
―
」

　

江
戸
・
明
治
時
代
の
人
々
が
見
聞
き
し

た
日
食
・
彗
星
・
火
球
・
幻
日
・
月
虹
・
オ
ー

ロ
ラ
と
い
っ
た
天
文
・
大
気
現
象
な
ど
に

関
す
る
史
料
を
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
七
月
二
十
九
日
（
土
）
～
十
一

月
二
十
六
日
（
日
）

【
関
連
講
演
会
】

　

八
月
十
七
日
（
木
）
に
国
立
天
文
台
上

席
教
授
渡
部
潤
一
氏
に
よ
る
ご
講
演
「
日

本
人
は
い
か
に
宇
宙
を
愛
で
て
き
た
か

（
仮
）
」
を
開
催
し
ま
す
（
事
前
申
込
不

要
）
。
詳
細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
下
さ
い
。

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

地
域
の
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
て
、
五
名

の
講
師
に
よ
り
奥
会
津
地
域
の
歴
史
と
文

化
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
七
月
一
日
（
土
）
午
前
十
時
～

午
後
三
時

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

【
定
員
】
百
名
（
事
前
申
込
不
要
）
。

三
、
古
文
書
講
座

三
、
古
文
書
講
座

　

初
級
者
を
対
象
に
、
当
館
が
収
蔵
す
る

江
戸
時
代
の
噂
話
や
風
聞
に
関
す
る
古
文

書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
古
文
書
の
勉
強

法
や
解
読
に
役
立
つ
基
礎
的
知
識
、
コ
ツ

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

【
日
時
】
九
月
九
日
（
土
）
、
十
月
一
日

（
日
）
、
十
一
月
四
日
（
土
）
、
十
二
月
三

日
（
日
）
、
各
回
と
も
午
前
十
時
～
十
二

時
（
要
事
前
申
込
）
。

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
二
階
会
議
室

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

閲
覧
用
機
材
の
消
毒
作
業
や
資
料
の
状

態
確
認
の
た
め
、
前
日
の
午
後
四
時
ま
で

に
電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲
覧
を

最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の
情
報

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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新に

と

べ

渡
戸
稲
造
の
教
え
子

　
　

で
あ
っ
た
苅
宿
幸
治
郎

令
和
五
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
五
年
四
月
～
令
和
五
年
九
月
）

明治 37 年元旦付新渡戸稲造葉書
（苅宿仲衛家文書（その 3）433）


